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草桶先生の御寄稿を読んで
小俣軍平

この度は、皆様方よくご存知の草桶秀夫先生に、ゲンボタルの卵についてご寄稿をいた
だきました。自然保護運動の歴史の中で、ゲンジボタルはそのシンボル的存在としてよく
知られており、生態研究に関する論文も数多くありますが、この種の飼育段階における卵
と温度の関わりを検討した報告は、あまり目にした事がありませんでした。この度、先生
の細部にわたる検証の結果を拝読し、その大切さを再認識させられ、陸生ホタルの同様の
テーマについても、心して取り組まなければ・・・、との思いを新たにしました。
陸生ホタルについては、卵ではなく幼虫の成長段階における温度との関係で、板当沢時

代に忘れられない出来事がありました。陸生ホタルの幼虫は、産卵から孵化、その後の成
長段階でもすべて地上と浅い地中で生活しますが、オオオバボタルだけは、産卵・孵化・
その後もずっと、放置されて腐食した木にカミキリムシが穿って開けた穴の中で過ごしま
す。この調査結果を「板当沢」に掲載したところ、横浜ホタルの会の後藤好政先生から、
「そんなことはありえない」とご批判をいただき、鈴木浩文先生と都立大学の理学部の学
生共々、板当沢現地を訪れて、現場を見たいと言われました。真冬の 2月初めの事で、板
当沢林道には 15cmの雪が積もっていました。オオオバボタルの幼虫が生息している、腐
食しコケの生えて凍結した杉の丸太を、雪の中から掘り出して、鑿を使って切りくずして
みました。後藤先生が「居るはずがない・・・」と言われた幼虫が、生きたまま出てきま
した。板当沢時代の多くの出来事の中でも、特に記憶に残っているものの一つです。
不思議なのは、凍結した環境で、オオオバボタルの幼虫がどうやって生きていたのかと

いうことです。人間でも哺乳動物・両性類でも、みな死んでしまうというのに、なぜオオ
オバボタルの幼虫は生存が可能なのか・・・・、今でもまったく解りません。当時、矢島
先生も小西先生も、何も言われませんでした。
関連した事例として挙げられるのが、滋賀県の伊吹山に生息する陸生ホタルです。伊吹

山は頂上一帯が草原になっていて、冬季には日本海から伊勢湾に吹き抜ける季節風の影響
で大雪が降ります。積雪８mという記録があるそうですが、この下でホタルの幼虫は何事
も無いように休眠し、翌年の７月に羽化します。なぜこんなことが出来るのでしょうか。
会員の皆様、ぜひご意見をお寄せ下さい。お願いいたします。

あとがき

● 寄付・カンパのお知らせ
東京都多摩市の土屋学様から１万円のカンパを頂戴しました。心より御礼申し上げます。
活動資金として大切に使わせていただきます。
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● 異例の酷暑に見舞われた２０２５年もようやく終わります。今年は、陸生ホタルの生
態研究が思うようにできなかったばかりでなく、地震災害・山火事・異常な殺人事件の多
発と、不安な毎日でした。国外を眺めてみても、民族同士のいがみあいによる戦争が多発
しています。犠牲になるのは子供と老人と弱い者ばかりです。

● 多摩丘陵の一角で見つかった小型のゲンジボタルの分布状況も、まったく調査を進め
ることが出来ませんでした。捕虫網で成虫を捕獲すれば、小学生でも調べられる内容です
ので、来年は何とかして、全国各地の状況を調べたいものです。

● このところ朝夕の気温が急落しました。風邪などひかれませんよう、どうぞ皆さまご
自愛のうえ、良いお年をお迎え下さい。


